
市の木「やまもみじ」

●
学
校
給
食
の
無
償
化
と
小
児
医

療
費
の
拡
大
を
実
施
し
な
い
か

Ｑ　

子
育
て
世
代
が
魅
力
を
感

じ
、住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
、給

食
の
無
償
化
を
実
施
し
な
い
か
。

Ａ　

給
食
の
食
材
料
費
は
学
校

給
食
法
で
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

負
担
と
し
て
い
る
た
め
、
現
時
点

で
無
償
化
の
考
え
は
な
い
。

Ｑ　

小
児
医
療
費
助
成
の
対
象

を
18
歳
ま
で
拡
大
さ
せ
な
い
か
。

Ａ　

財
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、

事
業
が
継
続
可
能
か
十
分
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で

は
対
象
年
齢
の
拡
大
は
難
し
い
。

日
本
共
産
党
　
松
本
　
春
男

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

日
本
共
産
党
　
上
田
　
博
之

創
政
会
　
　
　
橘
川
　
佳
彦

子
育
て
世
代
が
魅
力
を
感
じ

る
施
策
の
展
開
と
拡
充
を

障
が
い
児
な
ど
誰
も
が
楽
し
め

る
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を

保
健
所
で
対
応
し
き
れ
な
い
自

宅
療
養
者
へ
市
か
ら
も
支
援
を

少
子
高
齢
人
口
減
少
社
会
で
の

職
員
の
人
材
確
保
に
向
け
て

Ｑ　

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難

な
児
童
・
生
徒
へ
の
就
学
援
助
費

の
令
和
３
年
度
認
定
見
込
み
は
。

Ａ　

１
億
９
７
０
０
万
円
を
予

算
計
上
し
て
お
り
、
約
30
％
の
認

定
率
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
厚
木
基
地
を
使
用
し
た
米
陸
軍

の
化
学
、
生
物
、
放
射
線
及
び
核

（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
）
対
応
訓
練
に
反
対

し
な
い
か

Ｑ　

核
兵
器
な
ど
の
使
用
を
想

定
し
た
訓
練
に
反
対
し
な
い
か
。

Ａ　

訓
練
で
危
険
物
は
持
ち
込

ま
ず
、
基
地
周
辺
に
影
響
は
な
い

と
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、
引
き

●
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　

障
が
い
児
で
も
遊
べ
る
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
視
点
で
遊
具

を
導
入
し
て
は
。
ま
た
、
ボ
ー
ル

遊
び
が
で
き
る
公
園
の
考
え
は
。

Ａ　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
視
点

は
、
今
後
の
公
園
づ
く
り
に
必
要

と
考
え
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に

研
究
し
た
い
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
遊

び
の
で
き
る
公
園
は
、
地
域
が
主

体
と
な
り
、
ル
ー
ル
作
り
や
合
意

形
成
な
ど
が
整
え
ば
検
討
す
る
。

Ｑ　

公
園
情
報
を
発
信
す
る
ア

プ
リ
で
あ
る
、
パ
ー
ク
フ
ル
を
使

い
、公
園
の
魅
力
を
発
信
し
て
は
。

Ａ　

県
が
一
部
の
公
園
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も
新

た
な
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

●
夜
間
中
学
に
つ
い
て

●
市
民
の
疑
問
と
期
待
に
こ
た
え

る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

Ｑ　

本
市
は
駅
も
繁
華
街
も
な

い
中
で
、
人
口
比
率
の
感
染
率
が

県
内
で
最
も
高
か
っ
た
が
、
原
因

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

感
染
症
の
発
生
状
況
や
動

向
の
把
握
、
原
因
の
調
査
は
、
法

律
で
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
市
で
は
調
査
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
感
染
が
多
い
原

因
は
、
特
定
で
き
て
い
な
い
。

Ｑ　

自
宅
療
養
者
の
数
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
他
市
で

は
食
料
の
購
入
代
行
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
支
援
は
。

Ａ　

自
宅
療
養
者
の
情
報
は
県

か
ら
提
供
さ
れ
な
い
た
め
把
握
し

て
い
な
い
。
県
が
療
養
期
間
中
の

健
康
管
理
な
ど
を
適
切
に
行
っ
て

●
職
員
の
人
材
確
保
と
職
場
環
境

の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ　

少
子
高
齢
化
な
ど
で
人
材

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
職

員
採
用
の
課
題
と
対
応
策
は
。

Ａ　

受
験
者
が
減
る
中
、
本
市

が
選
択
さ
れ
る
に
は
差
別
化
が
必

要
で
あ
る
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
な
ど
制
度
面
の
拡
充
を
図
り
、

人
材
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ　

市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

に
接
続
可
能
な
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
特
に
個
人
情
報
の
漏
え
い

を
不
安
視
す
る
声
が
あ
る
が
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
。

Ａ　

技
術
面
で
は
、
自
宅
と
庁

内
間
の
通
信
は
暗
号
化
で
保
護
さ

れ
、
漏
え
い
な
ど
の
リ
ス
ク
は
な

い
。
制
度
面
で
は
、
個
人
情
報
な

ど
へ
の
接
続
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル

Ｑ　

夜
間
中
学
は
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
学
び
場
と
な
っ
て
い
る
。
他

自
治
体
か
ら
も
生
徒
を
受
け
入
れ

る
夜
間
中
学
が
相
模
原
市
に
開
校

す
る
が
、
準
備
と
周
知
方
法
は
。

Ａ　

広
域
的
な
仕
組
み
作
り
な

ど
を
行
う
協
議
会
で
準
備
を
進
め

て
い
る
。
チ
ラ
シ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

は
が
き
を
対
象
者
が
入
手
し
や
す

い
場
所
に
配
架
し
て
い
る
。

●
市
民
の
暮
ら
し
と
生
活
を
守
る

取
組
に
つ
い
て

Ｑ　

市
は
飲
食
店
の
支
援
で
ク

ー
ポ
ン
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
支
援
と
し
て
、
他
業
種

へ
の
給
付
金
を
支
給
し
て
は
。

Ａ　

給
付
金
に
よ
る
一
時
的
な

支
援
で
は
な
く
、
誘
客
促
進
や
新

規
顧
客
の
獲
得
に
つ
な
が
る
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
。

続
き
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

●
米
軍
基
地
の
事
故
・
事
件
と
厚

木
基
地
の
使
用
に
つ
い
て

Ｑ　

厚
木
基
地
所
属
の
軍
人
な

ど
が
関
係
す
る
事
故
や
事
件
の
発

生
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　

近
年
、
重
大
な
事
故
や
事

件
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
、
基
地
関
係
者
へ
の
綱
紀
粛

正
の
徹
底
を
求
め
て
い
く
。

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
で
は
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
場

合
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

Ｑ　

公
民
館
な
ど
を
休
館
せ
ず

に
済
む
よ
う
、
従
来
の
感
染
防
止

対
策
に
加
え
、
救
急
車
の
消
毒
に

使
わ
れ
る
除
染
剤
Ｄ
７
の
活
用
や

ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
を
し
て
は
。

Ａ　

有
効
性
を
確
認
し
、
閉
館

せ
ず
利
用
で
き
る
環
境
を
つ
く
れ

る
か
を
調
査
、
検
討
し
て
い
く
。

●
今
こ
そ
35
人
以
下
の
少
人
数
学

級
を
一
気
に
実
現
す
る
と
き

Ｑ　

学
校
現
場
の
努
力
で
、
少

な
く
と
も
小
学
５
年
生
ま
で
35
人

以
下
学
級
を
実
現
で
き
な
い
か
。

Ａ　

実
現
で
き
る
か
は
、
教
職

員
の
加
配
状
況
に
よ
る
。
国
の
法

改
正
で
、
段
階
的
に
小
学
校
全
学

年
が
35
人
以
下
学
級
と
な
る
。

を
作
成
し
て
お
り
、
機
密
情
報
を

扱
う
内
容
の
勤
務
は
で
き
な
い
。

●
ご
み
行
政
の
取
組
状
況
と
課
題

に
つ
い
て

Ｑ　

生
ご
み
は
、
家
庭
系
ご
み

の
約
42
％
を
占
め
、
比
率
が
高
く

減
量
化
が
重
要
だ
が
、
対
策
は
。

Ａ　

水
分
を
絞
る
こ
と
で
減
量

化
が
図
ら
れ
る
。
生
ご
み
処
理
容

器
で
約
７
分
の
１
に
減
量
で
き
る

た
め
、
購
入
費
補
助
制
度
を
周
知

し
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

資
源
物
収
集
場
所
の
当
番

は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
課

題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

負
担
は
承
知
し
て
お
り
、

籠
の
軽
量
化
な
ど
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
他
自
治
体
の
状
況
を
情

報
収
集
し
、
研
究
し
て
い
く
。

「
表
　
決
」

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
表
決
は
、
議
会

の
審
議
過
程
に
お
け
る
最

終
手
続
に
な
り
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 議

会
用
語
の
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